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ムーンビレッジ勉強会事務局

ムーンビレッジ勉強会 開催の経過と参加者の状況



開催概要

⽇時 主なアジェンダ

第1回 2020年7⽉31⽇（⾦）
17:00〜19:00

1. 勉強会の運営について
2. 講演「ムーンビレッジと勉強会のゴール設定」 稲⾕ 芳⽂ ⽒（ISAS/JAXA 参与）
3. 今後の活動に向けたディスカッション

第2回 2020年8⽉27⽇（⽊）
17:00〜19:00

1. 講演「惑星居住を指向した資源・エネルギー開発」 後藤 琢也 ⽒（同志社⼤学・教授）
2. 講演２「宇宙に「社会」をつくる（制作する）こと－⽂化⼈類学の視点から」 岡⽥ 浩樹 ⽒（神⼾⼤学・教授）

第3回 2020年9⽉11⽇（⾦）
17:00〜19:00

1. 講演「「SDGｓが拓く宇宙ビジネス」―宇宙開発の⼈類にとっての意義を考えるー 」
⿊須 聡 ⽒（横河電機 宇宙ビジネスデベロップメントエクゼクティブ及びチーフサスティナビリティオフィサー）

2.第２回勉強会のアンケート結果の共有
3. リファレンスモデル具体化に向けた⽅針

第4回 2020年10⽉5⽇（⽉）
17:00〜19:00

1. 講演「「宇宙に暮らす」をデザインする」 宮嶋 宏⾏ ⽒（国際医療福祉⼤学教授）
2. 第３回勉強会のアンケート結果の共有
3. ワーキンググループ活動の紹介

第5回 2020年11⽉6⽇（⾦）
17:00〜19:00

1. 講演「宇宙への⼈類の取り組み」の過去現在未来―宇宙曼荼羅の世界」
柳川孝⼆ ⽒（航空宇宙学会宇宙⼈⽂社会科学研究会主査）

2. 講演「「⽉の⼈間社会」建設に向けたひとつのシナリオと⼈⽂社会研究の課題について」
清⽔順⼀郎 ⽒（元「宇宙の⼈間学」研究会事務局⻑）

3. 第４回勉強会のアンケート結果の共有
第6回 2020年12⽉3⽇（⽊）

17:00〜19:00
1. 講演「宇宙たん⽩質⼯場の開発」 ⼆川健 ⽒（徳島⼤学 宇宙⾷品産業栄養学研究センター・センター⻑）
2. 講演「宇宙放射線被曝線量実測〜宇宙滞在者の⾒えない命綱〜コロナ禍は疑似宇宙︖」

寺沢 和洋 ⽒（慶應義塾⼤学医学部・助教、JAXA有⼈宇宙技術部⾨・客員研究員）
3. 第５回勉強会のアンケート結果の共有



参加者（第１回〜第６回合計）

• 総参加者数︓481⼈（登録者数︓512⼈）
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参加者（第1回）

⽇時︓2020年7⽉31⽇（⾦）

【アジェンダ】
1. 勉強会の運営について
2. 講演「ムーンビレッジと勉強会のゴール設定」 稲⾕ 芳⽂ ⽒（ISAS/JAXA 参与）
3. 今後の活動に向けたディスカッション
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参加者（第２回）

⽇時︓2020年8⽉27⽇（⽊）

【アジェンダ】
1. 講演「惑星居住を指向した資源・エネルギー開発」 後藤 琢也 ⽒（同志社⼤学・教授）
2. 講演「宇宙に「社会」をつくる（制作する）こと－⽂化⼈類学の視点から」 岡⽥ 浩樹 ⽒（神⼾⼤学・教授）

参加者数︓227⼈
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参加者（第３回）

⽇時︓2020年9⽉11⽇（⾦）

【アジェンダ】
1. 講演「「SDGｓが拓く宇宙ビジネス」―宇宙開発の⼈類にとっての意義を考えるー 」

⿊須 聡 ⽒（横河電機 宇宙ビジネスデベロップメントエクゼクティブ及びチーフサスティナビリティオフィサー）
2.第２回勉強会のアンケート結果の共有
3. リファレンスモデル具体化に向けた⽅針
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参加者（第４回）

⽇時︓2020年10⽉5⽇（⽉）

【アジェンダ】
1. 講演「「宇宙に暮らす」をデザインする」 宮嶋 宏⾏ ⽒（国際医療福祉⼤学教授）
2. 第３回勉強会のアンケート結果の共有
3. ワーキンググループ活動の紹介

参加者数︓208⼈
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参加者（第５回）

⽇時︓2020年11⽉6⽇（⾦）

【アジェンダ】
1. 講演「宇宙への⼈類の取り組み」の過去現在未来―宇宙曼荼羅の世界」

柳川孝⼆ ⽒（航空宇宙学会宇宙⼈⽂社会科学研究会主査）
2. 講演「「⽉の⼈間社会」建設に向けたひとつのシナリオと⼈⽂社会研究の課題について」

清⽔順⼀郎 ⽒（元「宇宙の⼈間学」研究会事務局⻑）
3. 第４回勉強会のアンケート結果の共有
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参加者（第６回）

⽇時︓2020年12⽉3⽇（⽊）

【アジェンダ】
1. 講演「宇宙たん⽩質⼯場の開発」 ⼆川健 ⽒（徳島⼤学 宇宙⾷品産業栄養学研究センター・センター⻑）
2. 講演「宇宙放射線被曝線量実測〜宇宙滞在者の⾒えない命綱〜コロナ禍は疑似宇宙︖」

寺沢 和洋 ⽒（慶應義塾⼤学医学部・助教、JAXA有⼈宇宙技術部⾨・客員研究員）
3. 第５回勉強会のアンケート結果の共有
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参加者の居住地域（第６回勉強会時）
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本勉強会で議論したい内容・興味のある内容

※第1回勉強会アンケート結果より ※第２回勉強会アンケート結果より

レファレンスモデル構築にあたり貢献できそうな分野︓

具体的な内容︓
• ⽉⾯居住や⽉⾯基地を作ることの⽬的と意義．

• ⼈々は本当に⽉惑星に居住したいと考えているのか，どのように居住への動機づ
けを⾏うか．

• ムーンビレッジの形態や⽴地．

• 宇宙空間における秩序維持の⽅法について，国際協調、紛争

• 微少重⼒環境下での疾病発症に対しての治療・対処⽅法，微少重⼒環境下
での遠隔・⾃⽴医療の⽅法論

• 国際協⼒の是⾮と国家機関の役割，宇宙資源探査にまつわる法整備

• 地球から⾃⽴して⽣活するために必要なインフラは何かとその輸送量．

• 放射線防御、緊急時シェルター

• ⼤分県のスペースポートの利⽤⽅法
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